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１．はじめに 

協調領域の検討をする場合，多くは共通データ環境

（Common Data Environment）の構築を想像することが多い

が，その環境に置かれるデータそのものをどのようなフォ

ーマット（データ形式や整理方法）が多くのユーザーにと

って使いやすい状態なのかを考えることも重要なテーマで

ある．（図－１） 

一方、建設業全体として労働人口の確保や産業として発

展していくことを考えると，近年下げ止まっている労働災

害を他産業と同程度まで減少させていくことは喫緊の課題

であると言える．（図－２） 

労働災害データは各社で独自に収集分析されているが、量

的に少なく自らが専門とする分野の工種に偏ってしまうこと

から必ずしも将来的に受注する工種や作業に対して未然に労

働災害に備えることができる環境となっていない．これらを

一元的に収集して使えるようにすることで量・質ともに充実

が図られ，精度の高いリスクアセスメントが可能になると想

定される． 

このような観点からデータ共有基盤に置かれる労働災害データを誰もが利

用できる形とするためにはどのような課題があり，その解決策として何を取

り組めばよいのかを一般社団法人日本建設業連合会の協調領域ＷＧサブＷＧ

③のメンバー（表－１）で検討してきたので，本稿にて内容の報告を行う． 
 

２．現状の課題 

各社との意見交換によって見えてきた課題は以下のとおりである． 

• すべての参加企業が労働災害データベースを持っているわけではない 

• 労働災害事例に偏りがあり事例数も少ないので、公表されるデータを使

って質と量を確保したい 

• 社内の労働災害事例を他社に公開するのは難しい 

• 他社の労働災害事例データは分類コードが自社のものと合わないので

使えない 

• 労働災害報告は提出先（労働基準監督署，発注者，社内安全管理部署等）によって書式が違うため，同じ内容

を複数回入力する必要がある 

• 提出先によって整理方法が違うため，それぞれ独自のキーワード（メタデータ項目）で提出する必要がある 

• 文章だけではなくイラストや写真など作業や災害状況がわかりやすいものがほしい 
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表－1 サブＷＧ③参加者 

図－1 データ駆動型社会の全体像1) 

図－2 死亡災害発生状況推移2) 



 

 

３．課題の検証 

厚生労働省や国土交通省などが公開している労働災害デ

ータの活用を検討する第一段階として、どの程度データ項

目（分類コードなど）が合わないのかを検証した． 

表－２のように各社の項目を横並びにすると共通してい

る部分と独自に項目を設けている部分が存在する．これら

のうち共通する項目を抽出し，厚生労働省が「職場のあん

ぜんサイト」で公開している労働災害データベースの項目

に最低限追加してもらわないと有効なデータ活用につなが

らない項目を洗い出したものが表－３である．赤字が各社

共通項目である． 

また，それぞれの項目にある分類コードについても粒度

や名称に違いがあるために粒度を揃えたり相関を取ったりする必要がある

ことがわかった．（図－３） 

厚生労働省はすべての

産業の労働災害を対象と

しており，その分類コー

ドは労災保険の掛金を算

定することを目的として

いることから建設業の分

類と合致しないものと思

われる． 

公開されている労働災害事例にはイラストなどが付与されているものも

あるが，提供している団体にヒヤリングしたところイラストレータによっ

て個人情報などが特定されないように作成していることから時間と費用が

掛かるため十分な量を確保することができないとのことであった． 

４．課題解決の考察 

国の各機関がデジタル化を推進している中で，厚生労働省は労働災害デ

ータを登録するプロセスをデジタル化することで入力負荷の低減と情報レ

ベルの平準化を考えている．前述した分類コードについては，異なるコードの相関を取るためのテーブルを用意す

ることと，労働災害データ登録窓口を一本化して報告先の機関ごとに必要な情報だけを取得するようなデータプラ

ットフォームを設けることが重要と考える． 

また、労働災害状況のイラスト化や公開データにおける個人情報のマスキングなどはこのところの技術革新が目

覚ましい生成ＡＩを導入して早期にファインチューニングすることが求められる． 

５．まとめ 

日本におけるＤＸの推進は過渡期であり，その解釈においても統一化されていないのが現状である．協調領域と

してデータ駆動型社会が必要であることは認識されているものの，その社会を構築する課題やプロセスについては

整理されていない現状がある．本稿によって協調領域としてのデータプラットフォームに格納されるデジタルデー

タにも課題があることが認識され，関係者間で共通のコード体系を作る機運となることを期待する． 
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表－2 各社データ項目の比較3) 
安藤ハザマ 奥村組 宮坂建設工業 戸田建設 五洋建設 三井住友建設 鹿島建設 西松建設 大林組 大林道路 東亜建設工業 東洋建設 矢作建設工業

日 日 日 発生日 発生日 日 日 日 日 日 日

時 発生時刻 発生時刻 時 時

分 分

曜日 曜日 曜日 曜日 曜日 発生曜日 曜日 曜日 曜日 曜日 曜日

気温

天候 天候 天候_値 天候 天候

年齢 年齢

国籍

性別 性別 被災者:性別 性別 性別 性別 性別 性別 性別

休業日数 休業日数 病院:休業見込 被災程度 休業確定日数 休業見込 休業日数（日) 休業日数 休業日数 休業区分 休業日数 休業日数 休業日数

経験年数(月) 経験年数(月) 経験年数(年) 経験年数(年) 経験年数(年) 経験年数 経験年数(年)

経験年数(年) 経験年数(年) 被災者:経験年数 経験年数 経験年数 経験年数 経験年数(月) 経験年数(月) 経験年数(月)

現場入場からの経過 現場入場からの経過 被災者:就労時間 就労日数 進捗 入場後日数 入場後日数（日) 現場入場からの経過 現場入場からの経過 入場経過日数 現場入場からの経過 入場後の日数

職種 職種 被災者:職種・職名 職種 職種（抽出用） 職種_値 職種 職種 職種 職種 職種

傷病名 傷病名 病院:負傷部位名称・程度 傷病名 傷病名 傷病部位名称・程度 傷病_値 傷病名 傷病名 傷病名 傷病名 症状・病症名

負傷部位 負傷部位 傷病部位_値 負傷部位 負傷部位 負傷部位

作業の種類 災害発生工種 作業内容①_値 作業内容 作業名称

発生状況の略図等 作業場所_値 作業場所 施工場所

作業の段階

作業の形態

作業の立場

被災者:勤続年数

被災者:健康状態

被災者:雇用月日

被災者:最近の休日取得日

被災者:当日の健康状態

被災者:入場時血圧

被災者:保有資格

病院:死亡

重篤度 病院:程度 被災者の程度 重篤度 重篤度 災害の重大性評価

病院:不休災害

災害・事故発生後の対応時系
列

災害発生後の初動対応等

災害発生原因（問題点）及び基
準（関連法令、社内基準等）か

ら外れた事項等

主な違反条文
人的具体的原因

原因文 発生原因 災害原因

労災特別加入 人的具体的対策 人的欠陥

労災保険:加入の有無 人的実施方法・時期・確認等

労災保険:加入の別 物的具体的原因 物的欠陥

防止対策実施計画 物的具体的対策 対策 対策文 再発防止対策 再発防止策

今後当面の防止対策 物的実施方法・時期・確認等

作業的具体的原因

作業的具体的対策

作業的実施方法・時期・確認等

管理的具体的原因 管理上の欠陥

管理的具体的対策

新規入場日 現場入場日 新規入場年月日 新規入場日 新規入場年月日 新規入場日

損失日数 損失日数 損失日数 損失日数

高低 墜落した高さ

就業日数

生年月日

層次 重層度_値 請負次数 請負次数

年代

労災区分 労災区分

法令違反有無

エラー・不安全行動

職務等

請負形態(H19のみなし) 官民区分_値 受注形態

現認者:職種・職名

障害の予見

一人親方

施主区分 発注者

適用保険

全治までの追跡

職員数

工期（月数）

表－3 厚労省データの追加項目3) 
ID 数値（整数）

年号 文字

年 数値（整数）

月 数値（整数）

発生時間 時間帯

災害状況 文字

業種大分類コード 数値（整数）

業種大分類名 文字_建設業等

業種中分類コード 数値（整数）

業種中分類名 文字_建築工事、土木工事等

業種小分類コード 数値（整数）

業種小分類名 文字_港湾、河川等

事業場規模 文字_従業員数（〇～〇）

起因物大分類コード 数値（整数）

起因物大分類名 文字_機械、荷、構造物等

起因物中分類コード 数値（整数）

起因物中分類名 文字_大分類との違い不明

起因物小分類コード 数値（整数）

起因物小分類名 文字_大分類との違い不明

事故の型コード 数値（整数）

事故の型分類名 文字_飛来落下、激突等

年齢 数値（整数）

日

時

曜日

天候

性別

休業日数

経験年数(年)

経験年数(月)

入場経過日数

職種

傷病名

負傷部位

作業名称

作業場所

重篤度

災害原因

再発防止策

新規入場日

損失日数

請負次数

監督署名

図－3 分類コードの相違例3) 
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